路面標示維持に向けた車載カメラとCANデータログを用いた大規模路面画像合成 by 西野 咲子
愛知県立大学情報科学部 平成 25 年度 卒業論文要旨
路面標示維持に向けた車載カメラとCANデータログを用いた大規模路面画像合成




















時系列に積分することで基準からの回転角  [deg] を算出する．
その後，各連続フレーム間で道路領域のマッチングを行う．探
索範囲は 1フレーム間に進む距離 d [pixel/frame]をもとに決定
する．類似度の算出方法には ZNCCを用いる．ジャイロセンサ
の誤差を考慮して，テンプレート画像を算出した回転角  [deg]












車両ヨー角の真値を 360 [deg]とした．表 1は  固定法と 
探索法のそれぞれの走行後の車両ヨー角の誤差およびその誤差









回転角の誤差は 2.67 [deg]，真値に対する誤差比率は 0.74[%]で
あり，位置の誤差は 0.66 [m]，コース 1 周に対する誤差比率は
3.55[%]となった．
図 2 合成画像 (左)と航空写真 (右)の道路標示部分
表 1 車両ヨー角による評価
手法 車両ヨー角 [deg] 誤差 [deg] 誤差比率 [%]
 固定法 425.23 65.23 18.12
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図 1 大規模路面画像合成手法
